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サ
ク
ラ
だ
よ
り
が
各
地
で
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
良
い
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
日
吉
台
学
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

紙
「
日
吉
台
新
聞
」
は
本
号
、
令
和
６
年

４
月
号
が
１
０
０
号
と
な
り
、
記
念
号
と

し
て
カ
ラ
ー
紙
面
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

日
吉
台
新
聞
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
１
月
１
日
創
刊
。
当
時
の
学
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
発
行
元
と
な
り
、
月
に
一

度
、
各
丁
自
治
会
を
通
じ
各
家
庭
に
配
布

を
始
め
ま
し
た
。
日
吉
台
住
宅
地
は
、
県

内
で
も
早
い
時
期
に
開
発
、
造
成
さ
れ
た

大
規
模
住
宅
地
で
し
た
が
、
近
年
少
子
高

齢
化
に
見
舞
わ
れ
、
街
の
将
来
に
影
を
落

と
し
、
学
区
の
再
生
と
ま
ち
の
活
性
化
に

役
立
つ
こ
と
を
願
い
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
。

振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
創
刊
以
来
８
年

３
か
月
、
元
号
も
平
成
か
ら
令
和
へ
。
学

区
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
創
刊
号
１
面
ト
ッ
プ
で
市
立
日
吉

台
幼
稚
園
の
統
廃
合
問
題
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
少
子
化
で
園
児
が
減
少
、
隣
接

の
坂
本
幼
稚
園
に
統
合
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
問
題
は
、
市
立
幼
稚
園
に

代
わ
る
施
設
と
し
て
認
定
こ
ど
も
園
誘
致

運
動
へ
と
展
開
、
こ
ど
も
園
誘
致
へ
の
活

動
、
変
遷
が
た
び
た
び
紙
面
に
登
場
し
ま

し
た
。
今
、
学
区
民
の
苦
労
が
み
の
り
、

幼
稚
園
跡
地
に
は
認
定
こ
ど
も
園
「
日
吉

台
至
明
こ
ど
も
園
」
が
開
園
、
子
ど
も
た

ち
の
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
学
区
と
し
て

大
変
喜
ば
し
い
記
事
に
な
り
ま
し
た
。

大
津
市
が
、
日
吉
台
支
所
を
隣
接
す
る

坂
本
支
所
と
統
合
さ
せ
る
支
所
機
能
再
編
、

改
革
案
を
発
表
、
市
民
セ
ン
タ
ー
運
営
を

地
元
に
ゆ
だ
ね
る
市
民
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ

テ
ィ
ー
化
案
に
つ
い
て
も
数
多
く
紙
面
を

割
き
取
り
上
げ
ま
し
た
。
支
所
再
編
案
は
、

市
内
各
学
区
の
反
対
に
遭
い
、
市
は
再
編

案
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
日
吉
台
支
所
で

は
、
次
長
職
の
職
員
が
欠
員
と
な
り
再
編

案
の
後
遺
症
が
残
り
、
改
善
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
市
民
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
セ
ン
化
に

つ
い
て
も
日
吉
台
で
は
、
問
題
点
が
多
い

と
し
て
取
り
組
ん
で
は
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
大
規
模
開
発
住
宅
地
と
し

て
取
り
組
ん
だ
空
き
家
対
策
事
業
は
、
先

進
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
、
各
地
か
ら
視

察
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
学
区
内
で
行
っ
て
い
た
事
業
、

イ
ベ
ン
ト
、
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
。
人
の
動

き
が
止
ま
り
、
あ
お
り
を
く
ら
っ
て
記
事

薄
と
な
り
、
月
１
回
の
発
行
の
日
吉
台
新

聞
で
す
が
、
編
集
に
苦
労
し
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
今
、
各
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
も
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
学
区
の

最
大
イ
ベ
ン
ト
、
夏
ま
つ
り
は
、
コ
ロ
ナ

の
空
白
を
乗
り
越
え
、
内
容
を
一
新
、
真

夏
の
熱
中
症
リ
ス
ク
を
避
け
「
日
吉
台
ま

つ
り
」
と
し
て
秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
の
見
直
し
は
、
学
区
住
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
コ
ロ

ナ
の
空
白
と
い
う
リ
ス
ク
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
る
こ
と
が
で
き
た
好
事
例
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

日
吉
台
新
聞
は
、
創
刊
以
来
１
号
か
ら

１
０
０
号
紙
面
ま
で
、
す
べ
て
カ
ラ
ー
紙

面
で
学
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
、
学
区
の
歩
み
、
活
動
の
一
旦
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
区
の
高
齢
化
率
は
、
近
年
50
％
を
超

え
る
よ
う
に
な
り
、
自
治
連
は
じ
め
各
丁

自
治
会
、
各
種
団
体
等
の
担
い
手
不
足
は

深
刻
で
す
。
自
治
連
合
会
で
も
組
織
改
革

と
負
担
軽
減
策
を
柱
と
す
る
自
治
連
改
革

を
進
め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
が
学
区

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

新
た
な
問
題
も
表
面
化
し
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
日
吉
台
新
聞
で
は
、
今
後
と
も

学
区
民
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
で
あ

る
こ
と
を
願
い
発
行
を
続
け
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

100号記念

広
島
県
呉
市
の
呉
工
業

高
等
専
門
学
校
の
篠
部
裕

教
授
は
、
３
月
３
日
開
催

さ
れ
た
「
２
０
２
３
年
度

日
本
建
築
学
会
中
国
支
部

研
究
発
表
会
」
で
、
日
吉

台
学
区
が
行
う
空
き
家
対

策
事
業
を
ま
と
め
た
調
査
、

研
究
結
果
を
発
表
し
た
。

発
表
さ
れ
た
事
業
研
究
調

査
報
告
書
は
、
学
区
の
空

き
家
対
策
事
業
の
活
動
状

況
を
詳
細
か
つ
時
系
列
的

に
記
載
、
学
区
が
今
後
も

活
動
を
続
け
る
う
え
で
参

考
と
な
る
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

同
工
業
高
専
の
篠
部
教

授
が
主
宰
す
る
篠
部
研
究

室
で
は
、
今
後
の
空
き
家

問
題
を
解
決
す
る
た
め
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
一
般
社
団
法
人
な

ど
が
実
施
す
る
全
国
の
先

進
地
事
例
の
調
査
、
研
究

に
取
り
組
み
、
調
査
の
過

程
で
日
吉
台
学
区
が
、
大

規
模
住
宅
地
と
し
て
の
空

き
家
対
策
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、

調
査
対
象
の
一
つ
に
組
み

入
れ
た
。
昨
年
９
月
に
は
、

篠
部
教
授
が
学
区
を
訪
問
、

学
区
空
き
家
対
策
委
の
濱

崎
博
事
務
局
長
ら
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
調

査
し
て
い
た
。

調
査
報
告
書
は
、
研
究

の
背
景
、
視
点
、
目
的
、

研
究
方
法
を
記
し
た
「
は

じ
め
」
に
続
き
「
大
津
市

日
吉
台
学
区
の
概
要
」

「
空
き
家
対
策
委
員
会
の

活
動
経
緯
」
「
活
動
内
容
」

「
ま
と
め
」
ー
の
５
項
目
に

整
理
し
て
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
「
活
動
内
容
」

に
つ
い
て
、
空
き
家
対
策
の

位
置
づ
け
、
空
き
家
調
査
、

活
動
の
系
譜
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
勉
強
会
、
空
き
家
見
守

り
プ
ラ
ン
、
住
ま
い
の
相
談

窓
口
、
空
き
家
駐
車
場
の
あ
っ

旋
、
視
察
対
応
ー
な
ど
学
区

が
行
う
空
き
家
対
策
事
業
や

活
動
状
況
を
詳
細
に
網
羅
、

紹
介
し
て
い
る
。

調
査
報
告
の
ま
と
め
と
し

て
、
学
区
の
空
き
家
対
策
事

業
は
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

一
環
」
と
し
て
捉
え
、
現
在

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
、

今
後
は
空
き
家
対
策
委
員
会

の
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
世
代

に
継
承
さ
せ
る
こ
と
や
将
来

的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立

す
る
こ
と
な
ど
活
動
を
持
続

的
に
行
う
体
制
の
構
築
が
喫

緊
の
課
題
だ
と
提
言
し
て
い

る
。こ

の
調
査
研
究
報
告
書
は
、

学
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

日吉台市民センターで聞き取り調査を

する篠部裕呉工業高専教授（中央）

令
和
６
年
度
学
区
自
治

連
合
会
通
常
総
会
が
４
月

21
日
午
前
10
時
、
日
吉
台

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

る
。
６
年
度
通
常
総
会
の

議
案
は
、
５
年
度
学
区
自

治
連
合
会
活
動
報
告
、
決

算
報
告
、
６
年
度
役
員
選

任
案
、
活
動
方
針
案
、
予

算
案
な
ど
５
議
案
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
役
員
選
任
案

に
つ
い
て
は
、
３
月
２
日
、

各
丁
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
自

治
連
合
会
担
当
役
員
ら
で
互

選
を
行
い
選
任
案
が
決
定
し

て
い
る
。

総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
学

区
自
治
連
事
務
局
は
、
３
月

17
日
に
総
会
に
必
要
な
書
面

表
決
集
計
表
を
各
丁
の
新
旧

役
員
に
配
信
、
総
会
議
案
書
、

総
会
出
欠
回
答
書
を
印
刷
の

う
え
４
月
早
々
に
各
家
庭
に

配
布
す
る
。
自
治
連
事
務
局

で
は
、
各
丁
自
治
会
に
対
し
、

各
家
庭
に
配
布
し
た
総
会
出

欠
回
答
書
を
回
収
、
配
信
し

た
書
面
表
決
集
計
表
に
入
力

し
て
も
ら
い
４
月
17
日
必
着

で
の
返
信
を
求
め
て
い
る
。

自
治
連
総
会
４
月
21
日
開
催

活
動
方
針
、
役
員
案
な
ど
審
議

日吉台市民センター

創
刊
100
号
発
行
を
記
念
し
て

日
吉
台
新
聞
編
集
部 活動状況つぶさに調査、貴重な資料

学区空き家対策事業調査研究報告

呉
工
業
高
専
・
篠
部
教
授
が
学
会
で
発
表
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市
立
日
吉
台
小
学
校
（
石
田
昌
彦
校
長
）

の
令
和
５
年
度
第
42
回
卒
業
式
が
３
月
18
日
、

同
小
体
育
館
で
行
わ
れ
14
人
が
卒
業
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
昨
年
は
在

校
生
の
出
席
を
５
年
生
だ
け
に
止
め
て
い
た

が
５
類
移
行
に
と
も
な
い
今
回
か
ら
４
年
生

も
式
に
出
席
し
た
。

式
で
は
、
父
母
や
来
賓
、
在
校
生
ら
の
拍

手
の
な
か
、
卒
業
生
が
入
場
。
卒
業
証
書
授

与
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、
マ
イ
ク
の
前
に

立
ち
「
勉
強
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
頑
張
る
」
な

ど
将
来
の
夢
、
希
望
な
ど
の
決
意
を
力
強
く

述
べ
、
石
田
校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
た
。

石
田
校
長
が
式
辞
で
「
こ
の
場
で
み
な
さ

ん
は
、
将
来
の
夢
を
元
気
に
語
っ
て
い
ま
し

た
。
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
困
難
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
努
力
を
続

け
て
く
だ
さ
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
送
っ

た
。
こ
の
あ
と
在
校
生
の
送
る
言
葉
に
、
卒

業
生
ら
が
代
わ
る
が
わ
る
別
れ
の
言
葉
を
述

べ
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を
元
気
よ
く
斉
唱
、

6
年
間
の
思
い
出
の
学
校
を
後
に
し
た
。

「
白
い
光
の
中
に

山
な
み
は
萌
え
て

遥
か
な
空
の
果
て
ま
で
も

君
は
飛
び
立
つ
」
ー
。
平
成
３

年

埼
玉
県
秩
父
市
立
影
森
中
学
校
長
の
小
嶋
登
さ
ん
作
詞
、
音
楽
教
諭
の
坂
本
浩
美
さ
ん
作
曲
「
旅
た

ち
の
日
に
」
の
歌
で
す
。
未
来
へ
羽
ば
た
く
生
徒
た
ち
へ
の
想
い
を
込
め
て
作
ら
れ
、
今
や
「
蛍
の
光
」

や
「
仰
げ
ば
尊
し
」
に
代
わ
り
全
国
の
小
中
学
校
の
卒
業
式
で
歌
い
継
が
れ
る
混
声
合
唱
曲
。
春
、
卒
業

シ
ー
ズ
ン
、
日
吉
中
学
校
、
日
吉
台
小
の
卒
業
式
で
も
こ
の
「
旅
立
ち
の
日
に
」
が
歌
わ
れ
、
卒
業
生
ら

は
会
場
い
っ
ぱ
い
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響
く
体
育
館
を
後
に
卒
業
、
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

体
育
館
に
響
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
拍
手

日
吉
中
学
校
で
卒
業
式

日
吉
中
学
校
（
松
代
弘
校
長
）
の
第
77
回

卒
業
式
が
３
月
12
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ

れ
た
。

同
中
の
今
年
の
卒
業
生
は
２
６
９
人
。
朝

か
ら
冷
た
い
雨
の
中
の
卒
業
式
。
２
年
生
が

在
校
生
と
し
て
出
席
で
き
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ

以
前
の
通
常
の
卒
業
式
の
状
態
に
戻
る
こ
と

が
で
き
た
。

式
で
は
、
在
校
生
、
父
母
、
来
賓
ら
の
拍

手
の
な
か
、
卒
業
生
ら
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
会

場
の
体
育
館
に
入
場
。
名
前
を
呼
ば
れ
一
人

ひ
と
り
が
登
壇
、
松
代
校
長
か
ら
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
た
。

続
い
て
松
代
校
長
が
「
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

夢
と
希
望
持
ち
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
認

め
受
け
止
め
よ
。
今
後
の
人
生
は
決
し
て
平

た
ん
な
道
で
は
な
い
が
、
自
分
ら
し
く
輝
い

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
は
な
む
け

の
言
葉
を
送
っ
た
。
こ
の
あ
と
在
校
生
の
送

辞
と
歌
、
卒
業
生
代
表
が
答
辞
を
述
べ
、
卒

業
生
全
員
で
「
旅
立
ち
の
日
に
」
「
友
～
旅

立
ち
の
時
～
」
を
合
唱
、
中
学
校
生
活
に
別

か
れ
を
告
げ
た
。

日
吉
台
小
に
大
谷
グ
ロ
ー
ブ

米
国
大
リ
ー
ガ
ー
、
大
谷

翔
平
選
手
が
全
国
の
小
学
校

に
寄
贈
し
た
大
谷
グ
ロ
ー
ブ

が
日
吉
台
小
学
校
（
石
田
昌

彦
校
長
）
に
も
届
き
、
３
月

１
日
、
同
小
６
年
生
の
卒
業

生
を
送
る
会
で
披
露
さ
れ
、

卒
業
生
ら
が
さ
っ
そ
く
届
い

た
ば
か
り
の
グ
ロ
ー
ブ
で
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。

大
谷
選
手
は
、
子
ど
も
た

ち
に
野
球
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
全
国
す
べ
て
の
小
学

校
に
３
つ
ず
つ
、
お
よ
そ
６

万
個
の
グ
ロ
ー
ブ
を
寄
贈
。

こ
の
グ
ロ
ー
ブ
が
日
吉
台
小

に
も
届
ら
れ
た
。
同
小
で
は

届
い
た
グ
ロ
ー
ブ
を
子
ど
も

た
ち
に
貸
し
出
す
な
ど
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

日吉台小に届いた大谷グローブ

至明こども園で桜植樹
「
日
吉
台
に
１
０
０
本
の

桜
植
樹
計
画
」
を
進
め
る
日

吉
台
花
と
緑
の
会
（
北
海
彰

会
長
）
は
３
月
７
日
、
「
日

吉
台
至
明
こ
ど
も
園
」
で
、

園
児
た
ち
と
一
緒
に
桜
の
苗

木
を
植
樹
し
た
。

至
明
こ
ど
も
園
の
植
樹
に

は
、
同
会
の
北
海
会
長
ほ
か

同
会
員
４
人
、
今
年
卒
園
予

定
の
キ
リ
ン
組
（
５
歳
児
）

園
児
９
人
が
参
加
、
園
庭
南

側
の
フ
ェ
ン
ス
ぎ
わ
の
敷
地

に
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
桜
の

苗
木
１
本
を
植
樹
し
た
。
北

海
会
長
ら
花
と
緑
の
会
の
会

員
ら
は
ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
掘

り
、
肥
料
な
ど
を
入
れ
た
あ

と
植
え
付
け
、
子
ど
も
た
ち

は
、
ジ
ョ
ロ
で
み
ず
や
り
を

し
、
植
樹
を
終
え
た
。

同
会
は
、
こ
の
至
明
こ
ど

も
園
の
植
樹
と
は
別
に
今
年

度
日
吉
台
小
で
、
枯
死
し
た

５
本
の
桜
の
補
植
を
実
施
。

花
と
緑
の
会
で
は
、
日
吉
台

学
区
で
行
っ
て
き
た
桜
植
樹

計
画
の
植
樹
数
が
目
標
を
大

き
く
超
え
る
１
２
０
本
に
達

し
、
今
年
度
限
り
で
植
樹
計

画
を
一
段
落
さ
せ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

ふ
れ
あ
い
・
す
こ
や
か
サ
ロ

ン
「
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
」

が
２
月
28
日
、
日
吉
台
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

大
津
交
通
安
全
協
会
日
吉

台
支
部
が
大
津
署
交
通
課
の

署
員
を
講
師
に
招
き
、
学
区

の
高
齢
者
約
51
人
が
教
室
に

参
加
し
た
＝
写
真
。

交
通
安
全
教
室
は
、
紙
芝

居
で
高
齢
者
の
道
路
横
断
の

悪
い
例
と
良
い
事
例
を
提
示
、

解
説
、
説
明
が
行
わ
れ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
は
、
高
齢
者
の
被
害

が
多
発
し
て
い
る
特
殊
詐
欺

被
害
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
注

意
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
た
。

大
津
市
内
の
昨
年
（
1
月

～
12
月
末
）
の
交
通
事
故
発

生
件
数
は
、
６
２
６
件
。
死

者
８
人
、
負
傷
者
７
６
８
人
。

前
年
同
時
期
は
発
生
件
数
６

０
５
件
、
死
者
６
人
、
負
傷

者
７
５
２
人
で
事
故
件
数
、

死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も
前

年
同
時
期
を
上
回
っ
て
い
る
。

日吉中学校、日吉台小学校で卒業式

在校生の送別の歌を聞く日吉中の卒業生

高齢者交通安全教室開催

日吉台市民センター

植
樹
し
た
桜
に
水
や
り
を
す
る
至
明
こ
ど
も
園

の
園
児
た
ち


